
第9章　アナログ調整



9－1　調整方法

PV光E－303はアナログ入力について6レンジが用意されておりますが、出荷時には±10

［Ⅴ］レンジにて正確に調整されています。

したがって、他のレンジにて御使用の隙は所定のジャンパーにて希望のレンジを設定後、

再度調整が必要となります。

調整については次の手腰に従い行います。

1）ボードの各設定事項

項目 設定値 部品番号

ア ドレス　 モー ド O R （特権及び非特権） L D 7

ベース　 ア ドレス F C 4 B O O O O h L D 1 － L D 6

インターバル　 タイマ カスケ」 ド接続 J P 1 7

チャンネル ・ナンバー 有 D P 1 － 8

F I F O　 アクセス ワー ド D P 1 － 9

A ／ D　 七 一 ド モー ド1 （マスタ） D P 1 － 7

＊出荷時設定

2）入力レンジ

チャンネル0－7のユニポーラ／バイポーラ・レンジ設定はジャンパー（Jp1－16）

にて行います。

各チャンネルとジャンパーの対応及びフォーマットは次の通りです。

・チャンネル番号 ユニポ」ラ／バイポーラ レンジ

0 J P　9 J P l

1 J P l O J P　2

2 J P l l J P 3

3 J P 1 2 J P 4

4 J P 1 3 J P 5

5 J P 1 4 J P 6

6 J P 1 5 J P 7

7 J P 1 6 ．J P 8
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ユニポーラ／バイポーラ設定フォーマット

JP9－JI〉16共通

3　1

＝
3 1 ユ ニ ポー ラ／ バ イポ ー ラ

● ○ ユ ニポ ー ラ

○ ● バ イポ ー ラ

レンジ設定フォーマット

7　　5　　3　1 （ユニポーラ時）

7 5 3 1 レ ン ジ ［V ］

○ ○ ○ ● 0 － 1 0 ． ．0

○ ● ○ ○ 0 － 5 ． 0

● ○ ○ ○ 0 － 2 ． 5

（バイポーラ時）

7 5 3 1 レ ン ジ ［V ］

○ ○ ● ○ ± 1 0 ． 0

○ ○ ○ ● ± 5 ◆． 0

○ ● ○ ○ ± 2 ． 5

3）調整プログラム（TE S T303：C）

付随した調整プログラム（C言語記述）をシステムに入力後、コンパイルにて実行

して下さい。

又、このときベース・アドレスを変換する場合はファイル（ADRS303：H）

のベース・アドレス部を希望の値に変更願います。
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4）調整プログラム実行

調整プログラム実行後、モニタ上にチャンネル・ナンバ／変換データが次の横に表

示されます。

各チャンネルの調整はこのモニタに表示されたデータを確認しながら所定のトリマ

を調整することで行います。

注）モニタはVT52モードに設定とします。

モニタ表示例

5）調整電圧

調整電圧はアナログ入力コネクタ（CNl）の各チャンネルに対応したビンに接続

して下さい。

PVME－303．

接続図
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6）調整

（ヨオフセット調整

各レンジごとに対応した1／2LSB電圧を調整するチャンネルに入力後、モニタ上に

表示されるA／D変換値が000～001にて半々に表示するようにチャンネル

に対応したトリマを調整します。

レ ン ジ 1／2L SB電 圧 ［皿Ⅴ］

トリマ （部 品 番 号 ）

CbO Ch l Ch 2 Ch 3 C h 4 C b 5 Ch 6 C b 7

0－2 ．5 ［Ⅴ］ 0 ．3051 7

V R 17 V R 18 VR 1 9 VR 2 0 V R 2 1 VR 22 V R 2 3 V R 2 40－5 ．0 ［Ⅴ］ 0 ．6103 5

0－10 ．0 ［Ⅴ】 1．2207 0

± 2 ．5 【Ⅴ】 0 ．6103 5

V R 9 V R lO VR l l VR 12 V R 1 3 V R 14 V R 15 Ⅴ且16± 5 ．0 ［Ⅴ］ 1．2207 0

± 10 ．0 ［Ⅴ］ 2 ．4414 0

②ゲイン調整

各レンジごとに対応するF S R（フルスケール）　－1．5LSB電圧を調整するチャン

ネルに入力後、モニタ上に表示されるA／D変換値がF F E～FF Fにて半々に

表示するようにチャンネルに対応したトリマを調整します。

レンジ

FSR－1．5Ⅰ一SB　電圧［mV】 トリマ （部品番号）

chO C．hl Ch 2 Ch3 Ch4 Cb5 Ch6 Ch7

0－2 ．5［Ⅴ］ 2．49908 VR2 5 VR26 VR 27 VR28 VR29 VR 30 VR3 1 VR32

0－5．0［Ⅴ］ 4．99816 VR 33 VR34 VR 35 VR 36 VR37 VR38 VR39 VR40

0－10．0［Ⅴ］ 9．99633 VR4 1 VR42 VR 43 VR44 VR45 VR46 VR47 VR48

±2．5【Ⅴ〕 2．49816 VR3 3 VR34 VR 35 VR36 VR37 VR38 VR39 VR40

±5．0【Ⅴ】 4．99633 VR4 11 VR42 VR 43 VR44 VR45 VR46 VR47 VR48

±10．0［Ⅴ］ 9．99267 VR4 9 叩50 VR 51 VE52 VR53 VR54 VR 55 VR56
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9－2　部品位置

JP17

回［
VR25VR33VR49JPI VR17

□［詳出口烏
VR26VR34VR50

□［謬
VR27VR35VR51

□［忘P

VRヱ8VR36VR5エ

ロ唱］
VR29VR37VR53

□唱］
VR30VR38VR54

口、・銅5

VR31VR39VR55

□vR47

VR32VR40VR56

JPヱ　　VR18

m0口説

JP3　　VIH9

出l□且
JP4　　VRヱ0

出エロ昆

JP5　　VR21

出3ロ息
JI〉6　　VRZ呈

出4□見
JP7　　VRヱ3

出5□昆
JP8　　VR24

ロ［詳出6□昆
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8－3　調整プログラム（TEST303：C／ADRS303：E）

／書………＊＝＝＊＊＊…日日■＊…＊日日……＝＊＊……＊……書目り

宴董　　…諾芸諾3N慧芸S誓≡…至≡……；…U；；Ⅰ：：t：：：芸n。重要
／＊…………………書目＊…＊＊日日書目書目日か＝川欄わい＝叫■わい日ソ
′■一一一一一一一一一一一一一一－一書′

／＊　エNCLUDE　　　　　り
／■一一一一一一一一一一一一一一一一り

＃inelude　　　　　　くhAST303：E＞

＃inelude　　　　　　く8tdio．b＞

／●一一一一一一一一一一一一一一一一り

／■　main　　　　　　　り
／■一一一一一二一一一一一一一一一一り

main（）

‡

init（）；
ertelr（）；

txO（）；
txl（）；

Wblle（1）
t

adjust（）；

／■　base fe4bOOOO　り

／＊■ma層terinltiallz　り
／■　CRT elearり

／●’ofSet／galn adju層t，り
／書，a／d data，り

／暮　offSet／galn atUuBt　り
1

1

／♯一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一り

／●1nltlaliE maSter　　　り
／■一一一一一一一一一一一一…一一一一一一一一り

init（）
t

unsigned ebar書trO，■trl．■cnr，●er4，■cr5，■er6；

trO＝（unSigned ehar＊）（TRO）；

trl　＝（unさまgned eb且r　＊）

Cnr　＝（un81gned ebar

er4　三（un8igned ebar

er5　王（unslgned ebar

●
■
　
●
■
　
●

er8　＝（unSigned ebar　■

■er4　＝　0Ⅹ34；

＊er4　＝　0Ⅹ74；

＊er4　＝　0Ⅹba；

■trO　＝　0Ⅹ08；

■trO　＝　0Ⅹ00；

●trl　＝　0ⅩOa；

＊trl　＝　0Ⅹ00；

■enr　＝　0Ⅹ01；

■cnr　三　0Ⅹ00；

■er5　＝　0Ⅹ02；

●er8　＝　0Ⅹ07；

1

ヽ
ノュRT（

ヽ

■

′

）

ヽ

ノ

R
4
5

N
 
R
R

C
 
C
 
C

（

（

（

（CR6）；

／■intervaltlmerl　■／

／■intervaltimer2　り
／●100peDunterり
／■interYaltlner：l u与　り

／■intervalt山mer：10　uB　り

／■100p（30Ⅷnter：1り

／＊　yuug〇m　り
／■　ebannel：8　り

／●一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一り

／●　8eanning start　　　　り
／●－…一一一一一一一一一一一一一一一一一一一り

getad（）

t

unsigned Chr●er7，＊er8；

er7　＝（un8igned cbar■）（CRT）；

er8≡（unBlgned ebar＊）（CR8）；

ffr8（）；

■er7　三　〇Ⅹ01；

■er8　＝　0Ⅹff；

／■　flfD re8et　り
／●　triger enable　り
／●　triger Dnり

1

／■一一一一一一一－一一一一一一一…一一一一一り

／■　flfo reS・et　　　　　　　り
／ト一一一一一丁一一｛一一一一一一一…一一り

ffr8（）
I

un層lgned ebaI一　書Cr9；

CrO＝（unBignedぬar■）（CRp）；
■erp　＝　OXff；　　　　　　／■　flfo re8etり
1

／●一一一一一一一一…一一一一一…一一一一一一り

／●　DffBet／galn adJuBt　　り
／●一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一り

adjuβt（）

t

getad（）；

done（）；
addt（）；

／■

／●

／●

1

／■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一り

／■　8Can done ebeck　　　　　＊／

βeann ng Start　＊／

さean done　7　■′

80an data dlBplay　り
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／●一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一り

done（）

I

unSigned ehar　●erlO；

unSigned ebar S；
unBlgned Cbar emdO，Cmdl，emd2．cmd3；

erlO　＝（unSignod cbar　■）（CRlO）；

emdO

emdl

emd2

emd3

）

　

●

1

0

ヽ

l

′

2
0

Ⅹ
2

0
　
Ⅹ〇

・
I
・
－
＋

b

二

9

　

　

＋

l

　

■

b

▼

　

亡

p

X
 
X
ュ
ュ

0

0

（

（

／
／

I
 
t
T

／
　
n
e
Ⅷ

■
　
　
・
l
 
l

／
l
 
a

C

■

　

　

C

S
　
　
－
D

E
二
Y
 
l
ュ

義
■
　
▲
T
－
I
　
▲
事

／

／

／

／

fDr（8　＝　0Ⅹ08；B　＝＝　0Ⅹ08；）

t

S　三（＊crlO　＆0Ⅹ08）；

prlntf（’1％e％C％cXe●’，emdO，Cmdl，emd2，cmd3）；

printf（’－＼n＊now CH0－7ANALOG ADJUSTエNG■’リ；

1

1

ルー一一一一一一一一…一一一一一一一一一一一一一り

／書　きean data c血／data　　　り
／＊一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一り

addt（）

（

unSigned■Bbort　＊drO；

unBlgned Cbarl；

unSlgned ehar emdO，emdl．emd2，cmd3，eTnd4；

un81gned亡血Ort data，eb，邑；

CmdO　＝　0Ⅹ1b；

emdl　三　〇Ⅹ59；

Cmd2　…（7　＋　0Ⅹ20）；

emd3　こ　く4　十　〇Ⅹ20）；

emd4　亡　く15　＋　0Ⅹ20）；

／
e
Ⅷ
ュ
u

●
′
土
n
al
ea

C
●
ュ
e

S
■
D

E
Y
ニ
7
4
⊥

▲
▼
●
●
●
▲
▼

／
／
／
／
′

り
●

Ⅷ ／

／
●

drO　こ　くun81gned Bbort　■）（pRO）；

fDr（i‾‡0；i　く　　8；1＋＋）

t

data　＝　●drO；

eh＝　くくdata＆　0ⅩfOOO）＞＞12）；

dat8L E（data＆　〇五Offf）；

prlntf（”％cX蛸C％e”，em鱒，emdl，Cmd2，cmd3）；

prlntf（●一％dM，Cb）；

prlntf（一一％e％e％〇％eM．．emdO，emdl．eⅡ血2，emd4）；

prlntf（”％3Ⅹ”，d息ta）；

emd2＋＋；

1

1

／ト一一一一一一一一一一一一一一一一一ー…一一一一一り

／●　crt　¢1ear　　　　　　　　　　　り

／ト一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一り

Crtelr（）

t

unBlgned Cbar emd0，cmdl，Ond2，cmdさ；

emdO E　0Xlb；　　　　　　／■　ESC　●／

emdl　＝　0Ⅹ68；　　　　　　／■Y■／

emd2　＝（〇十〇Ⅹ20）；　　／＊　011neり

Omd3≡（0＋0Ⅹ20）；　ハO cal甲り

prlntf（●1％e如％e触●－，emdO，Cmdl，emd2cmd3）；／＊111ne／l ealamり

emdO　三　〇Xlb；　　　　　　／●　ESC●／

Cmdl　三　〇Ⅹ48；　　　　　　／＊J　り

prlntf（－’Xe如’－，elndO，emdl）； ／■　CRT erear　り

1

／■一一一一一一一一一一一一一一一り

／●　me88ege O，1　書／

／●一一一一一一一一一一一一一一一書／

txO（）
t

prlntf（●●＼n……………………M）；
prlntf（¶＼n■OF万雷即＆QAェN ADJUSで●M）；

printf（M＼n………＊…＊………●●り；
I

txl（）

（

prlntf（一一＼n－り； －　61－



printf（－●＼n（CEANNEL）（A′D DATA）一一）；

prlbtf

printf
prまntf

printf
printf

printf

printf
printf

printf

（－●＼n一一）；

（’’＼neb：

（●－＼neb；

（一一＼neb：

（一一＼neb：

（”＼neb；

（M＼neb；
（●■＼neb：

（－●＼neb：

1

／書目日暮＝＝＊／
／●　EOF　　　り
／………＝／

data

data

data

data

data

data

data

data

ヽ

／

）

）

ヽ

■

′

）

）

）

）
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／糾…………………………■＊……＊＊……＝…靡…′
／■

／＊　　　　　　　　　　PVME－303　ADDRESS工NG

／＊　　　　　　　　　　PROOM NAKE：ADRS303：H

／●　　　　　　　　　　　　　　Vritten ByInternix．ine

／……………日日■＝■…書目＝日日…＝＊……日暮
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♯define

♯define

＃define

＃define

♯define

♯dofine

♯deflne

♯define

＃define

＃define

♯define

＃define

＃define

♯define

♯define

＃define

＃deflne

♯deflne

＃deflne

＃deflne

／日手書韓日／

／●　eof　り

／＝＝書目′

BASE Oxf04bOOOO

CRO BASE＋0Ⅹ01

CRI BASE＋0Ⅹ03

CR2　　　　BASE＋0Ⅹ05

CR3　　　　BASE十〇Ⅹ07

VRO BASE＋0Ⅹ09

VRI BASE＋0ⅩOb

VR2　　　　BASE＋0ⅩOd

VR3　　　　BASE＋0ⅩOf

TRO BASE＋0Ⅹ11

でRI BASE＋0Ⅹ13

CNR BASE＋0Ⅹ15

CR4　　　　BASE＋0Ⅹ17

CR5　　　　BASE＋0Ⅹ21

CR8　　　　BASE＋0Ⅹ23

CR7　　　　BASE＋0Ⅹ25

CR8　　　　BASE＋0Ⅹ27

CR9　　　　BASE十〇Ⅹ28

CRlO BASE＋0Ⅹ2b

DRO BAS・E＋OX30

■′

′
′
／
′

●
　
▲
「
　
▲
■
　
▲
I

＊■

■
　
義
・
●
■
　
●
■
　
★
　
■
　
●
　
■
　
■
　
＊
　
■
　
■
　
■
　
■
　
●
ユ
▼
　
▲
T
　
●
　
▲
I
　
▲

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
′

S

／

／

／

　

　

／

／

／

r
■
　
＊
　
■
　
e
 
l
 
t
　
■

d

 

n

a
一
▲
■
T
一
▲
　
〇
一
▲
一
▲
一
▲

e
 
b
 
f
 
d
 
e
．
n
f

eB
 
q
二
q
－
d
l
 
q
■
t
 
t
 
t

a

 

r

 

r

 

r

 

r

 

e

 

e

二

C

b
i
i
i
i
 
Y
 
Y
 
Y

り

Vet dDne　り
intervall　り
interva12　り
eonvert number　り
tiner／eounter Betり
eonvert number　り
eb mmberり
trlger e／d＆a／d stopり
internal trlgerり
flfo reSet　り
pollng Btatu8　り
flfD data　り



第10章　サンプル・ソフト



10－1　ソフト概要

設定状態の条件にてチャンネル0～7を10／上S間隔で同時測定を行い各チャンネルの

チークをチャンネル番号とA／D変換借に分けてCRT上に表示。

10－2　設定状態

1）ハード設定

項　　 目 初　　 期　　 値 部 品 番 号

ア ドレス　 モー ド OR （特権及び非特権 ）／標 準 （A 24） LD7

ベー ス　 ア ドレス F C 4 B O O　O O h LD 1－LD6

インターハサル　タイマ ノーカスト ド接続 （インターがルタイマ1のみ使 用） JP 17

チャンネル・ナン八〇一 有 DP 1－8

F IF Oアクセ ス ワー ド DP 1－9

A ／ D　 モー ド モー ド1 （ア スク） DP 1－7

チ ャンネル■　0 が イホ〇一ラ　± 10．0【Ⅴ］レンシ●／ 電圧 入力 Jp 1，JP 9 ／SC7

チ ャ ンネル　 1 が イホ〇一ラ　± 10．0 【Ⅴ］レンシ○／ 電圧入力 JP2，JP lO／SC8

チ ャ ンネル　 2 八〇イホ〇一ラ　± 10．0【Ⅴ］レンシ●／ 電圧入 力 JP 3，Jp ll／SC9

チ ャ ンネル　 3 がイホ〇一ラ± 10．0【Ⅴ】レン戸／電圧入 力 JP4 ，JP 12／SC lO

チ ャ ンネル　 4 八〇イホ〇一ラ　± 10．0【Ⅴ］レンシや／電圧入 力 Jp5，JP 13／SC ll

チ ャ ンネル　 5 八〇イホ〇一ラ　± 10 ．0［Ⅴ】レンシ●／電圧 入力 JP6，Jp 14／SC12

チ ャ ンネル　 6 八〇イホ〇一ラ　± 10 ．0【Ⅴ］レンシ○／電圧 入力 Jp7，JP 15／SC13

チャ ンネル　 7 Jドイホ〇一ラ　± 10 ．0【Ⅴ］レンシさ／ 電圧 入力 J？8，JP 16／SC 14

SCX 】Ⅷ　 夕べネイト SC l ：220 Q　　　 SC2 ：330 Q ・ SC l，SC2

SCX　OWT　夕べネイト SC3 ：220 Q　 ・SC4 ：＿330 8 SC3，SC4 ・

TR G IⅣ　 夕べネイト SC 5 ：220 Q　　　 SC 6 ：330 Q SC 5，SC 6

2）ソフト設定

測定チャンネル数　　チャンネル0～7（8チャンネル）

インターバル時間　　10〟S

測定回数　　　　　　　2回（16データ）
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注）以下に表記するサンプルプログラムは各モード共通に動作することのできるもので

す。

※印の関数の取扱いを各モードに対応するように実行して下さい。

10－3　プログラム構成

1）関数

①mal n（）

注）※：マスタ／スレーブ構成時のみ実行
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②i ni t m（）

tineOm（）

インタ一灯ルタイマ＆ルー7●カウンタ初期設定

ti鳳eln（X，y）

インターがルタイマlのカウント債設定

Ⅹ＝下位バイト，y＝上位バイト

time2鳳（X，y）

インターがルタイマlのカウント値設定

Ⅹ＝下位バイト，．y＝上位バイト

time3m（X，y）

ルづ’カウンタのカウント債設定

Ⅹ＝下位バイト，y＝上位バイト

time血（X，y）

ルづ’カウンタの条件値設定

（ルーアカウント値）

1一一65535：Ⅹ＝2

65536　　：Ⅹ＝3

無限　　：Ⅹ＝0

usechm（Ⅹ）

使用チャンネル数設定

Ⅹ＝0一一7　（8チャン紬（maX′））

ffrstn（〉

FIFOメモリ初期化

return
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③i ni t s（）　　※マスタ／スレーブ構成時のみ実行

※モード1及び2設定時のみ　実

行

④g e t a d（）

注）モード1設定時

内部トリガ発生後、インターバルタイマに同期したサンプリングとなる。

モード2設定時

内部トリガ発生後、外部クロック信号に同期したサンプリングとなる。

モード3設定時

外部トリガ入力後、インターバルタイマに同期したサンプリ．ングとなる。

モード4設定時

外部トリガ入力後、外部クロック信号に同期したサンプリングとなる。
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⑤d o ne（）

⑥d a t am（）
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／■■l‖l…………■＊……………………川嶋●●●′
／■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■′

／■　　PVME－303　SAHPLE PROGRAH　　　　　　　　　　　　　　り

／■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■／

／■　　　　　　　　meaBur ebannel：eb0－7　　　　　　　　　●／

／暮　　　　　　　　intervaltlme　：10　u層　　　　　　　　　＊／

／■　　　　　　　　100p　　　　　　：2（16　8′d data）　＊′

／■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■／

／■　　　　　　　　Vritten ByInternix．ine’93／5／11　＊／

／……＊＊■＊●暮………書目＊♯暮書目■■＊●＊＊……曽書目■り

／■一一一一一一一一一一一一一り

／■　工nelude　　　り

／ト一一一一一一一一一一一一■／

♯inelude　　　　　　　くKASで303：E＞

♯inelude　　　　　　　くSLAV303：Ⅹ＞

＃inClude　　　　　　くStdio．b＞

／ト一一一一一一一…一一一＊′

／■　Main　　　　　＊′

／■一一一一一一一一一一一一一書／

main（）

t

inltm（）；

／■initS（）；

getad（）；
done（）；
datam（）；

／＊　dataB（）；

exlt（0）；

1

／■一一一一一一一一一t一一一一一一一一事′

／＊　工nitial12；maSter　■′

／＊一一一一…一一一一一一一一一一一一り

initn（）

I

un層1gned cbar x，y；

tlmeOm（）；

Ⅹ　＝　0Ⅹ50；

y　＝　0Ⅹ00；

timelm（Ⅹ，y）；

Ⅹ　＝　0Ⅹ00；

y　＝　0Ⅹ00；

time2m（Ⅹ，y）；

Ⅹ　＝　0Ⅹ02；

y＝　0Ⅹ00；

tlme3m（Ⅹ，y）；

Ⅹ　＝　0Ⅹ02；

time4m（Ⅹ）；

Ⅹ　＝　0Ⅹ07；

uBeebm（Ⅹ）；

ffrStm（）；

1

／■　PVME－303　ma層tre addresB　り
／◆（ma層ter／81ave）pVHE－303　8laYe addreSS　り
／■　Btanderdl／O beadder file　り

／■　ma層terlnitlaliz　■／

／書　くma層ter′81ave）Elavelnltlallz　り
′■　mea層u虐r Start　●／

／■　me88uer end cheek　■／

／■　maBter meaBuer data　り
／●（master′Slave）81且▼e mea層uer data　■／

′事　return to monitor　■′

／■interv＆ltiTElerl，2　＆100pCDtnterizllti＆1iZ：＋／

／■（model．3）1mtervaltimerl：10帆＿byte／WOrdり

／■（model，3）1ntervaltimerl；bl＿byte／WOrd　暮ノ’

／■（model．3）1ntervaltlmer18etり
／■（model，3）intervaltimer2：10W＿byte／WOrdり
／暮（model，3）intervaltiner2：bl」）yte／WOrdり
／■（model，3）intervaltlmer2　set＋／

／■100peOunter；10W byte／WOrdり
／暮loopeounter：bl＿byte′Word　り
／暮lDDpeOunter　8et　り
／■100pCOunt：1＿85535＝2′65536＝3／mugen＝0　り

／＊100peOunt Bet　り
／●　use ebannel number　■／

／●　use ebanne18et　り
／■　fifo re8et　り

／ト一一一一一一一…一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一り

／●（master／81ave）Inltlallヱ　81ave　　　　り
／ト一一一一一一一一一一一…一一一一一一一一一一一…一一一一一一一一一…り

inltB（）

t

un層1gned ehar x，y；

tlm008（）；

Ⅹ　＝　0Ⅹ07；

u烏eebS（Ⅹ）；

ffrBtS（）；

I

／トー……一一一一一一一一一り

／■Mea層uer Start　り
／ト一一一一一一一一一一一一一一り

getad（）
t

enable（）；

trlger（）；
I

／■1mterYaltlmerl，2＆100peOunterlnltlal山こ　■ノ
／■　uBe ebannel number　り
／■　u8e ebanne18et　り
／■　fifo reBet　り

／■　trlger enable　り
／■（model，2）triger on　り
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′事一一一一一一一一一一一一一一一■′

／●：Measuer end　　■／

／●一一一一一一一一一一一一一一一■′

done（）
t

unsigned cbar x；

for（Ⅹ　＝　0Ⅹ08；Ⅹ＝こ　0Ⅹ08；）

｛

Ⅹ

l

＝（Statu層（）＆　0Ⅹ08）；

／■　measuer end　り

／■　read done StatuS　り

I

／ト一一一一一一一一一一一一一一一り

／＊　Ma8ter data　　＊′

／ト一一一一一一…一一一一一一一り

datam（）

t

unSlgned Bbort x，y．1；
unslgned Sbort　＊drO；

drO　＝（unSigned sbort　り（DRO）；
printf（’l￥n暮比ASTER XEASUER DATA t一’）；

fDr（i　＝　0；i　く16；i＋＋）

（

Ⅹ＝　■drO；　　　　　　　　　　　　／■　read a／d dataり

yこ　くⅩ＆0XfOOO）＞＞12；　　　　　ハ　Cbamel numberり
Ⅹ．＝（Ⅹ＆0ⅩOfff）；　　　　　　　／■　a／d COde　＊ノ’

prlntf（－’￥がCX＝％2d：pATA＝％3Ⅹ●●，y，Ⅹ）；

1

1

／■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一り

／■（mstaer′818▼e）Slave data　　　　■ノ’

／＊一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一り

data点く）

（

皿81gned Sbort x，y，1；
unBigned Sbort　＊drO8；

drO8　＝（unsigned sbort　■）（DROS）；

Printf（t一￥n■SLAVE HEASUER DATA■’l）；

for（i　＝　0；1く16；i＋＋）

（

＊
　
（
′
－
ヽ

〓

　

〓

　

〓

Ⅹ
　
y
 
X

drOB；

Ⅹ　＆　0ⅩfOOO）＞＞12；

Ⅹ ＆　0ⅩOfff）；

printf（一一￥n＊CII＝　％2d：DATA

l

／＊　read a／d dataり
／＊　ehannel number　＊／

／■　a／d code　■′

％3Ⅹ一㌧y，Ⅹ）；

1

／●＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝り

／＊　Call bylnltm（）り
／■＝＝＝＝＝＝ニ＝＝＝＝＝＝＝三三三＝＝り

tlmeOm（）

t

un81gned（：bar　■cr4；

er4　＝（unslgned ehar　り（CR4）；

＊cr4　＝　0Ⅹ34；

■cr4　＝　0Ⅹ74；

■cr4　＝　0Xba；

I

timelm（Ⅹ，y）

un層igned ehar x，y；

t

unslgned char　■trO；

trO　＝（unslgned ebar　■）（TRO）；

■trO　＝　Ⅹ；

■trO　≡　y；

I

tlme2m（X．y）

unsigned cbar x，y；

t

unBigned ebar　暮trl；

trl　三（un81gnedくさbar　り（TRl）；

■trl　＝　Ⅹ；

暮trl　三　y；

I

tlme3m（X，y）

un層igned Obar x，y；

／＊intervaltlmer18et　り
／■intervaltlmer2　set　■ノ′

／＊100peOunter Set　り

／■intervaltimerllow byte／Wordり
／■intervaltlmerl hl byte′word　り

／■interv＆1timer210W byte／WOrd＋／

／■interv＆1timer2hi byte／WOrd＋／
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f

un81gned ebar　■enr；

enr＝（un81gned ebar■）・（CNR）；

暮enr　＝　Ⅹ；

■enr　＝　y；

I

time4m（Ⅹ）

un81gned cbar x；

t

unslgned－ehar　■er5；

er5　＝（ungigned ebar■）（CR5）；

●cr5　＝　Ⅹ；

I

uSeく：bn（Ⅹ）

unSigned ehar x；
t

un61gned ehar　書Cr6；

er8　＝（unEigned ebarり（CR6）；
■er6　＝　Ⅹ；

I

ffrStm（）

I

unSigned ebar　＊er9；

erO　＝（un81gned cbar●）（CR9）；

■erO　＝　0Ⅹ00；

1

／■loopeounterlov byte／Wordり
／＊100pCOunter bl byte／Word　り

／暮loopeount　●′

／■　uBe ebannel　り

／■　flfo reSet　り

／●＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝三三＝＝＝＝ここ＝＝＝＝＝＝り

／●（mSater′Blave）Call byinlt8（）り
／●＝＝三三三三＝ニ＝＝ここ＝＝＝ニ＝＝＝＝ニ＝ここ＝＝＝＝＝三三二り

tlmeOB（）

（

ungigned Obar　■er48；

er48　＝（unSigned ebar　■）（CR4S）；

■cr48　三　〇Ⅹ34；

■cr48　＝　0Ⅹ74；

●er4B　＝　0Ⅹba；

I

u8eeb虐（Ⅹ）

unSlgned ehar x；

t

un8igned ebar　暮er68；

er88　こ　くunSignod ebar■）（CR6）；

■er68　＝　Ⅹ；

I

ffr8tS（）

t

un8igned ebar　■erOS；

er08　＝（un層igned cbar　●）（CR9S）；

■Cr98　＝　0Ⅹ00；

I

／書芸ここ＝ここ＝＝三三＝＝ここ＝＝＝り

／●　Call by getad（）り
／暮＝＝＝＝＝ここ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝り

enable（）

（

unSigned ehar　●er7；

er7　＝（unslgned ebar　り（CR7）；
■er7　＝　0Ⅹ01；

I

trlger（）
t

unslgned ebar　■cre；

er8　＝（un81gned Obar　■）（CR8）；

●er8　＝　0Ⅹff；

1

／■三三＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝■／

／●　Call by done（）り
／●＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝暮／

Statu層（）

（

unBigned Cbar■erlo；

un81gned ebar x；

CrlO　＝（unSlgned cbar　■）（CRlO）；

Ⅹ　こ　く■erlO　＆　0ⅩOf）；

return（Ⅹ）；

1

／■暮●■●■●＊■／

／●　e．0．f　●／

／●■●暮…＝／

／■1ntervaltimerl set　り
／■lnter▼81tlmer2　set　り
／■lDQpCOunter Set　●／

／●　uほe ebannel number　り

／＊　flfo re占et　■′

／■　triger enable　り

／書　くnDdel，2）trlger Dnり
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／…＊………＊＊＝書……＊＊……＊……＊■＊＊＊＊♯■＊＊…＊＊日日＝…＊＝＝＊…■＊…書目／

Z…　　　pⅧE－303S肌EPROGRAM（HASTER瓜DRESS）　…；
／＊……＝…………♯＊＊＊＊■＊■＊……………………＝……HH＊■＊……………●／

♯define

＃deflne

♯define

♯define

＃define

＃deflne

＃define

＃define

♯define

♯define

♯deflne

＃define

＃define

＃define

♯define

＃define

♯define

＃define

♯define

＃define

／日暮＝＊り
／＊　eof　＊／

／書目■＊＊り

蝕
m
C
R
C
R
C
R
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
T
R
T
R
C
N
C
R
C
R
C

R
C
R
C
R
C
R
C
R
D
R

SE Oxfc4bOOOO

BASE＋0Ⅹ01

BASE十0Ⅹ03

BASE＋0Ⅹ05

BASE＋0Ⅹ07

BASE＋0Ⅹ09

BASE＋0ⅩOb

BASE＋0ⅩOd

BASE＋0ⅩOf

BASE＋0Ⅹ11

BASE＋0Ⅹ13

0

⊥

2

－

3

0

ュ

2

3

0

工

R BASE＋0Ⅹ15

4
5
　
6
　
7
　
8
〓
9

BASE＋0Ⅹ17

BASE＋0Ⅹ21

BASE＋0Ⅹ23

BASE十0Ⅹ25

BASE＋0Ⅹ27

BASE＋0Ⅹ29

10　　　BASE＋0Ⅹ2b

0 BASE＋0Ⅹ30

e
 
b
 
f
 
d
 
e

eS
 
q
 
q
■
q
二
q
t

a
 
r
 
r
 
r
 
r
 
e

b
i
 
i
 
i
i
 
V

＊
　
■
　
＊
　
■
　
＊
■
　
■

adrS　＊／

n

f
 
f
－
f
．
〇
一
▲

e

■／

＊／

■　vet bf　り
＊　vet ff　り
■　vet done　＊／

■interva11■／

事interva12　■／

＊　convert nu皿ber　り
＊　tiIner／eounter set　り
＊　eonvert number　り
＊　eh number　り
＊triger e／d＆a／d占topり
■internal triger　＊／

＊　fifo reSet　＊′

■poling StatⅧ巨　■ノ

＊　fifo data　＊／

ハ■＊＊♯■＊■■＊＊■■■■■…♯■■■＊■＊■■＊……＊…………＊■＊＊………＊……嶋‖l＊■“／

～：　　　　　PⅦE‾303SAHPLEPROGRAH（SLAVE瓜DRESS）　　：～
／日日＊＊書目＊書目日＊日守■＝日韓l＊＊＊■蠣■日傘日暮■＊■■■●■■＊■＊＊■■■■♯＊■■■＊＊■■■日日l…■り

＃define

＃define

＃define

♯define

＃deflne

♯define

♯define

＃define

＃define

＃deflne

＃deflne

＃define

＃define

＃define

＃defino

♯define

＃define

＃define

♯define

＃define

／……り
／＊　eof　り
／日日筆書＊ノr

BASES Oxfc4bOOOO

CROS BASES＋0Ⅹ10001

CRIS BASES＋0Ⅹ10003

CR2S BASES＋0Ⅹ10005

CR3S BASES＋0Ⅹ10007

VROS BAS玉：S十〇Ⅹ10009

VRIS BASES＋0Ⅹ1000b

VR2SJ BASES＋0Ⅹ1000d

VR3S BASES＋0Ⅹ1000f

TROS BASES＋0Ⅹ10011

TRIS BASES＋0Ⅹ10013

CNRS BASES十〇Ⅹ10015

CR4S BASES＋0Ⅹ10017

CR5S BASES＋0Ⅹ10021

CR6S BASES＋0Ⅹ10023

CR7S　　　ちASES＋0Ⅹ10025

CR8S BASES十0Ⅹ10027

CR9S BASES＋0Ⅹ10029

CRlOS BASES＋0Ⅹ1002b

DROS BASES＋0Ⅹ10030
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n

一
▲
一
▲
一
▲
　
〇
一
▲
一
▲
一
▲

／

／

／

e
■
　
■
　
■

■′

VCt done　■／

intervall　■／

interva12　■′

COnVert number　■／

timer／eounter set　り
OOnVert number　■／

eb number　■′

triger e／d＆a／d stop　■ノ’

1mternal trlger　●／

flfo reSet　＊／

poling statmBlノ
fifo data　■／



第11章 そ の 他



10－1　保証について

添付の保証返信カードに御記入の上、御返送下さい。

本ボードの無償保証期間は、お買い求めの日から1年です。ただし、環境条件、操

作方法、その他正常な使用方法で使用されるものに限ります。

下記に該当するものについては、無償保証期間であっても無償修理対象とはなりま

せん。

a．お客様の誤った使用方法、あるいは不注意によって生じた故障、損傷。

b．不当な改造、修理に帰すと認められる故障、損傷。

C．自然災害によって生じた故障、損傷。

d．保証書の御提示がない場合。

10－2　オーダーリング・インフォメーション

P VME－3　0　3
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